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Rumination is repetitive thinking about past events and emotions. It is believed to 
contribute to depression and its prolongation.  By using Matsumoto’s (2008) two classes of 
rumination, this study aimed to identify the social support and resilience factors that affect the 
way that individuals ruminate about past negative experiences. A questionnaire survey was 
administered to 143 university students (average age: 20.7 years, SD = 1.41), and then, a 
model was developed on the basis of the survey results. The results reveal that social support 
after a negative experience influences reflections thereof through acquired resilience. Further, 
interviews were conducted with eight university students (average age: 20.8 years, SD = 1.20), 
and a model was developed using threat and error management. The results indicate that the 
social support received by participants after a negative experience promoted the 
transformation of their self-evaluation and self-recognition and enhanced their objective 
understanding of events. Furthermore, it is evident that their transformation of self-evaluation 
and self-recognition and deeper objective understanding of events influence changes in the 
quality of rumination through acquired resilience. 
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性であり (石毛・無藤，2005；小塩・中谷・金子・長峰，2002) ，個人のパーソナリティであると




















Coatsworth，1998) 。  
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ートとレジリエンスのどのような要因によって変化するのかを数量的に検討する  (研究 1) 。獲得的
レジリエンスが高い者は「教えてもらう」サポートを受けることで積極的コーピングを用いること
が出来るようになるという知見 (平野，2015) やソーシャルサポートを多く受けている人は反すう









らかにすることを目的とする (研究 2) 。分析は複線径路・等至性モデル (Trajectory Equifinality 
Model：以下，TEM) で行うこととする。TEM とは個々人がそれぞれ多様な径路をたどっていたと
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調査対象者 本調査ではネガティブな経験の反すうを対象とするため，調査日から遡って 3 か月以
内にネガティブな経験をしたことがある者のみを対象とした。質問紙への回答が得られた大学生
196 名のうち，回答に不備があった 11 名及び経験がないと回答した 42 名を分析から除外した。調
査対象者は 143 名 (男性 52 名，女性 89 名，不明 2 名) で，平均年齢は 20.7 歳 (SD=1.41) であった。
また，調査対象者の内訳としてネガティブな経験があり，それに対する心の整理がついている者が
114 名 (男性 43 名，女性 71 名) で，平均年齢は 20.7 歳 (SD=1.25) ，ネガティブな経験があり，整
理がついていない者は 29 名 (男性 9 名，女性 18 名，不明 2 名) で，平均年齢は 20.8 歳 (SD=1.97) で
あった。 
質問紙の構成 
①ネガティブな経験についての質問： (1) 調査実施日から遡って 3 ヶ月以内のネガティブな経験の
有無， (2) 経験した時期， (3) 経験の内容についての自由記述， (4) 整理がついているかどうか
について回答を求めた。 
②拡張版反応スタイル尺度 (松本，2008) ：「ネガティブな内省」，「問題への直面化」に関する 13
項目を抜粋して使用した。「傷ついたり失敗したり思うようにいかなかった経験を思い出したとき，
以下にあげることを，どの程度考えたり行ったりしますか」という教示に対して，現在の自分と経
験後の自分にどの程度当てはまると思うかを 4 段階で評定させた。 
③二次元レジリエンス要因尺度 (平野，2010) ：21 項目から構成され，各項目に対して現在の自分
と経験後の自分にどの程度当てはまると思うかを 5 段階で評定させた。 
④大学生用ソーシャルサポート尺度 (片受・大貫，2014) ：23 項目から構成され，経験後の自分が
受けたサポートについて回想させ，4 段階で評定を求めた。  
⑤フェイス項目：学年，年齢，性別。 
調査手続き 2017 年 11 月，12 月に講義時間終了後に質問紙を回答させ，その場で回収した。回答

















荷量 (|.30|以上) を示さなかった 1 項目を削除し，17 項目 2 因子を採用した。適応度指標と信頼性
係数はそれぞれ CFI= .623，資質的レジリエンス要因α=.88，獲得的レジリエンス要因α=.79， 
CFI= .597，資質的レジリエンス要因α=.84，獲得的レジリエンス要因α=.74 であった。 
③大学生用ソーシャルサポート尺度 
 大学生用ソーシャルサポート尺度 23 項目について確認的因子分析を行った。CFI=.824 と十分な
適応度が示された。信頼性係数についても情報・道具的サポートα=.85，評価的サポートα=.92，
情緒的サポートα=.88 と高い値が得られたため，片受・大貫 (2014) を踏襲し 3 因子を採用した。 
3-2. ネガティブな経験の整理がついているかによる各尺度の違いの検討 
ネガティブな経験について心の整理がついているかどうかによる反すうとレジリエンス，受けた
ソーシャルサポートの違いを検討するため t 検定を行った (Table 1) 。その結果，現在の拡張版反応
スタイル尺度における問題への直面化 (t (141) =2.71, p<.01) ，経験後の問題への直面化 (t (141) 
=2.34, p<.05) ，経験後のレジリエンス (t (141) =2.19, p<.05) ，経験後の獲得的レジリエンス要因 (t 
(141) =2.44, p<.05) ，現在のレジリエンス (t (141) =2.19, p<.05) ，現在の獲得的レジリエンス要因 (t 
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平均 SD 平均 SD t値
＜拡張版反応スタイル尺度＞
現在・反すう 2.63 0.42 2.53 0.43 1.09
　現在・問題への直面化 2.50 0.53 2.21 0.47 2.71 **
　現在・ネガティブな内省 2.34 0.59 2.49 0.55 -1.23
経験後・反すう 2.67 0.46 2.51 0.52 1.61
　経験後・問題への直面化 2.80 0.75 2.44 0.69 2.34 *
経験後・ネガティブな内省 2.54 0.66 2.59 0.76 -0.32
＜二次元レジリエンス要因尺度＞
現在・レジリエンス 3.42 0.60 3.12 0.60 2.48 *
　資質的レジリエンス要因 3.34 0.68 3.06 0.67 1.97
　獲得的レジリエンス要因 3.43 0.57 0.30 0.12 2.51 *
経験後・レジリエンス 3.24 0.70 2.93 0.58 2.19 *
　資質的レジリエンス要因 3.12 0.83 2.86 0.56 1.60
　獲得的レジリエンス要因 3.41 0.74 3.03 0.81 2.44 *
＜大学生用ソーシャルサポート尺度＞
経験後・ソーシャルサポート 3.64 0.73 3.42 0.62 1.56
　評価的サポート 3.23 0.79 3.01 0.65 1.38
　道具的・情報的サポート 3.19 0.75 3.04 0.58 0.98
　情緒的サポート 3.26 0.81 3.02 0.81 1.42















へ与える間接効果も有意に認められた (標準化間接効果=.22，p<.05) 。 






.37** -> .22* 
 

























調査協力者 研究 1 による質問紙調査の参加者でネガティブな経験があると回答し，面接調査への
協力へ了承した 8名 (男性 1 名，女性 7名) を対象とした。平均年齢は 20.8歳 (SD=1.20) であった。 
調査時期 2017 年 11 月下旬-12 月 
手続き 大学の調査室で半構造化面接による調査を実施した。面接調査実施前に，本研究の目的，
倫理的な問題の配慮について説明した。その上で IC レコーダーでの録音及び筆記記録，研究結果の
公表に関する承諾を得て，同意の署名を求めた。面接は 2 回行った。 






期にどのようなことがあったか」の 5 項目を中心に聞き取りを行った。 
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2 回目の面接では，協力者の語りをもとに作成した TEM 図を提示し，語りが正確に反映されてい
るかを確認したり，1 回目の面接で聞き取れなかったことや，分析を行う中で調査者が感じた疑問
を尋ねたりする目的で行った。所要時間はそれぞれ 15-40 分であった。 




一緒に確認作業と修正を行った。④個別の TEM 図をまとめ，全体の TEM 図とした。 
結果 
3-1.カテゴリー分類 
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